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価格改定に関するお知らせ 

 
当社が展開するカレーハウス CoCo壱番屋（平成 19年 7月末現在、1,080店舗）では、
下記のとおり価格改定を行うことといたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 

1. 価格改定の背景 
 ここ数年、都心部を中心とする人件費の高騰ならびに食材価格の高騰、原油をはじ

めとした資源価格の高騰といった状況が続いておりますが、とりわけ食材・資源価格

の高騰は、中国等の消費増大やバイオエタノール化による穀物需要の増大といった構

造的要因を背景としており、今後も大きなトレンドとしては、同様の傾向が続くもの

と見られます。 
 
こうした中、当社では、商品の安全・安心への取り組みを強化することはもとより、

内外装の質感を高めたニュータイプ店舗への改装や宅配サービスの取り組み強化、更

には接客サービスの担い手である従業員の労務環境の改善など、お客様によりご満足

いただける店舗造りに取り組んでいるところでございます。 
こうした取り組みのコストに加え、前述した経済環境の見通しを総合的に検討いた

しました結果、今般ベース商品であるポークカレーを中心とした価格改定を実施させ

て頂くことといたしました。 
 
価格改定は、都心部とそれ以外に区分し、地域別価格を導入いたします。また、実

施時期は、2段階に分け、都心部を先行して行う予定です。 
過去、消費税が導入された平成元年 4月と同税率が改定された平成 9年 4月に、税

込価格を上げないという形で実質値下げをいたしましたが、値上げといたしましては

平成 3年 7月以来、約 16年ぶりとなります。 
大変心苦しくはございますが、今後一層接客サービスや商品レベルの向上に全店・

全社を挙げて取り組んで参りますので、諸般事情をご賢察のうえ何卒ご理解賜ります

よう宜しくお願い申し上げます。 
 



 
2. 価格改定の内容 
 
（1）都心店舗（東京 23区内、大阪都心部等 計 106店舗） 

 ①改定時期：平成 19年 9月 1日 
       
      ②改定額 

 旧 新 改定幅 
ポークカレー 

（ライス 300ｇ）（注） 
400円 450円 

ハーフカレー 
（ライス 150ｇ） 

300円～500円 350円～550円 
50円 

      （注）ライス量を増量する場合の価格は、100ｇごと 100円で変更ございません。 
 
 
（2）都心店舗以外の店舗（計 974店舗） 
    ①改定時期：平成 19年 12月 1日（予定） 
 

②改定額（予定） 
 旧 新 改定幅 

ポークカレー 
（ライス 300ｇ）（注） 

400円 430円 

ハーフカレー 
（ライス 150ｇ） 

300円～500円 330円～530円 
30円 

      （注）ライス量を増量する場合の価格は、100ｇごと 100円で変更ございません。 
 
  

（3）この他、平成 19年 9月 1日より、全店にてトッピング商品であるチーズの価格
を 150円から 180円に改定させていただきます。 

 
 
 
3. 業績の見通し 

現時点において、価格改定に伴う業績予想の修正はございません。 
 

                                       以上 


